
メーデー宣言（案）
　われわれは本日、第７９回メーデー全道大会を開催した。
　今日、実感のない景気回復の過程で、雇用形態をはじめ産業間、企業規模間、地域間における労働者の所得格差の拡大、二極化が進んでいる。
　今やパートや派遣社員などの非正規労働者が１７００万人を超え、全雇用者の３分の１に達している。年収２００万円以下の世帯は２０％を超え、生活保護水準以下の低賃金で働くワーキングプアの増加など、低所得者層の拡大・固定化は深刻である。その一方で、正社員の恒常的な長時間労働や不払い残業も後を絶たない。
  われわれは、働き方改革で「ワーク・ライフ・バランス」（仕事と生活の調和）の実現をめざし、働き方と所得の二極化、格差の固定化・拡大にストップをかける。今後、最低賃金の大幅引き上げをはじめ、労働者のための派遣法の見直し、時間外割増率５０％引き上げ、社会保険の完全適用、さらには自動車関係諸税の暫定税率の確実な廃止を求めていく。
　労働者のための政策実現のために、来たるべく衆議院選挙で与野党逆転を勝ち取り、政権交代を実現していく。
　一方、世界は平和と安全を脅かす情勢が続いている。イランや北朝鮮の核開発問題、イラク情勢の不透明化、さらには北朝鮮拉致事件やビルマなどの人権弾圧、さらには米軍基地問題なども重大な課題である。
　われわれは、核兵器廃絶と世界の恒久平和の実現、人権侵害救済のため、訴え、行動していく。
  メーデーは国際連帯の日である。「国際労働組合総連合」（ＩＴＵＣ）は、グローバル化などによる貧困や飢餓、環境破壊や人権侵害、紛争やテロをなくすため、また、「ディーセントワーク」（働きがいのある人間らしい仕事）の実現のために、世界中の労働者に立ち上がるよう呼びかけている。
　今こそ、すべての働く者の連帯と、ＮＰＯ・ＮＧＯとの連携で「平和・人権・労働・環境・共生」に取り組み、労働を中心とする福祉型社会と自由で平和な世界を実現することを宣言する。
  すべての労働者が立ち上がり、格差是正を求めて、力強く訴えていこう！
労働者の使い捨てを許さない、
「ＳＴＯＰ！ＴＨＥ　格差社会　第７９回全道メーデー」　万歳！
                                   　２００８年５月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第７９回全道メーデー大会
北海道地域最低賃金の大幅な改善を求める決議（案）
　いまわが国では、ワーキングプアといわれるように、働いても生活できない労働者層が増えている。それは、正社員から非正社員へと雇用が移り、有期や短時間の労働が増えていることが原因だ。
　政府は、格差社会を改善するため、「成長力底上げ戦略推進円卓会議」において、最低賃金制度による賃金の底上げをめざし「従来の考え方の単なる延長線上ではない」ことの政労使合意をつくり、昨年度の改定では全国平均で１４円、北海道で１０円の引き上げが行われた。
　また、最低賃金法を改正し、地域最低賃金を「任意的設定」から「必要的設定」に位置づけを強めるとともに、「労働者が健康的で文化的な最低限度の生活を営むことができる」水準を求めることとなった。さらに、全国で頻発している最低賃金法違反に対し、不払いに係る罰則額の上限を５０万円に引き上げた。
　しかし、昨年度の大幅な地域最低賃金引き上げであっても、全国平均で６７３円、北海道では６５４円と、法定労働時間働いても全国平均で月額１１６，９６７円、北海道では月額１１３，６６５円と、「健康で文化的な生活」の水準にはほど遠いレベルでしかない。
　地域最低賃金の大幅な引き上げにより、地域の賃金レベルを上げることは緊急の課題である。特に北海道のように非正社員比率が４割になり、最低賃金に張り付く低賃金地域においては、地域の経済の維持と税収の確保はもちろん、社会保障の制度維持の観点からも重要な課題である。よって、今年度の地域最低賃金の改定に当たっては、連合の目標である１，０００円に引き上げ、経済的に自立可能な地域最低賃金への改定を強く求める。
　以上決議する。
２００８年５月１日　　　　第７９回全道メーデー大会　
住民本位の安心・安全・信頼の地域医療を求める決議（案）
　いま、地域医療は崩壊の危機に直面している。政府がこの間すすめてきた効率と財政を優先してきた医療政策の結果である。OECD加盟国中、この１０年間で日本だけが社会保障費を減額し、医師数を抑制してきた。自治体病院をはじめとして、地域医療を支える基幹病院では医師不足が顕著となり、都市部、地方問わず、救急医療体制に支障が出るなど一層深刻な社会問題となっている。特に産科・小児科医の減少は、「地元で子どもが産めない」状況をもたらしている。
　このような医師・看護師等医療従事者の絶対数の不足は、長時間の緊張と過重労働を招き、医療を取り巻く環境の悪化にさらに拍車をかけている。
総務省は自治体財政悪化の一因となっている病院経営の見直しに向け、「公立病院改革ガイドライン」を示し、地域の自治体病院を切り捨てようとしている。
また北海道は、道内を３０区域にわけ各自治体病院等を再編し、規模縮小や診療所化の方向性を示した「自治体病院等広域化・連携構想」を地域に示した。更に、道財政の悪化を理由に道立病院の経営形態を見直す「北海道病院事業改革プラン」をとりまとめ、地域医療の見直しに着手している。
しかし、地域の不採算医療を担ってきた自治体病院等は、経営効率のみでは論ずることはできない。財政効率化ありきの経営改革のみを急げば、結果として地域医療の崩壊を招くことになる。
地域医療は住民にとってなくてはならない地域社会の基盤である。地域の医療がないがしろにされれば街づくりもできない。連合は住民本位の安心・安全・信頼の地域医療の実現に向け、職場と地域で利用者と一体になった運動を力強く進めていく。
  以上、決議する。
                                      ２００８年５月１日　第７９回全道メーデー大会
衆議院の早期解散と政権交代を求める決議（案）
　昨年、私たちは第２１回参議院選挙において自公政権にＮＯ！を突きつけ、参議院での与野党逆転を実現した。これはわが国に格差社会をもたらし、生活と将来への不安を増大させてきた自公政権に対する国民の怒りであった。
　しかし、自公政権は歴史的大敗を喫したにもかかわらず政権に居座り続けている。しかも、今年３月末までに解決を約束した５０００万件の「消えた年金」問題の公約違反、そして日銀総裁人事や道路特定財源・暫定税率問題で迷走するなど、いまや政権担当能力を喪失した状態で混迷を深めている。
　福田政権が今一番にすべき事は、直ちに衆議院を解散し総選挙を行い、国民の審判を受けることである。そして、私たちは今こそ政権交代を実現し、新しい政治のもと現在も将来も安心・安全に暮らせる社会へと変えていかなければならない。
　第７９回全道メーデーに結集した働く仲間の皆さん、次期総選挙は政権交代によって、政治構造やこの国のかたを変える重要な選挙です。日本を再生し、国民の暮らしを守る政治を取り戻すため、連合北海道推薦候補の完勝と民主党の躍進に向け、心を一つにして全力で闘おう！
以上、決議する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年５月１日
第７９回全道メーデー大会　
第７９回 全道メーデー・スローガン（案）
＜メイン スローガン＞
すべての働くものの連帯で「平和・人権・労働・環境・共生」に取り組み、労働を
中心とする福祉型社会と自由で平和な世界をつくろう！ 
＜サブスローガン＞
ＳＴＯＰ！ＴＨＥ　格差社会　第７９回メーデー！
＜北海道 サブスローガン＞
１．衆議院選勝利！政権交代をめざそう！
２．不払い残業は官民問わず違法です。仕事と生活の調和を実現しよう！
３．公正な取引関係を実現し、中小下請け労働者の賃金と労働条件を改善しよう！
４．パート労働者の平等待遇拡大！「同一価値労働、同一報酬」の原則を確立しよう！
５．季節労働者の特例一時金を５０日に復活！冬期雇用援護制度を復活しよう！
６．セクハラ・パワハラを撲滅し、男女の均衡と平等を実現しよう！
７．自立生活が可能な地域最低賃金を実現しよう！
８．地域の低賃金を改善する公契約条例と、公正労働基準を実現する総合入札制度の導入を進めよう！
９．日雇い派遣やもっぱら派遣を禁止するなど派遣労働法を労働者保護に改正しよう！
10．公共職業訓練を拡充させ、雇用の機会均等を実現しよう！
11．高齢者医療制度の改悪を阻止し、安心の医療、信頼の年金、介護・地域医療の確立を図ろう！
12．地方切り捨ての地方財政計画に反対し、自治体財政を確立しよう！
13．３０人以下学級の実現で、ゆとりある教育をめざそう！
14．改悪教育基本法を認めず、民主教育を確立しよう！
15．道民の暮らしを守る公共交通機関を維持・確保しよう！
16．道内の農林水産業を守り、食糧自給率の向上と食の安全・安心を確保する制度の拡充・強化をめざそう！
17．地球環境を守る森林の整備と地域林業の振興、山村の活性化を実現しよう！
18．米軍基地の整理縮小、日米地位協定の見直し、米軍演習の矢臼別・千歳移転反対！米軍の道内港湾・空港の軍事的利用に反対しよう！
19．日・ロの平和友好を促進し、北方領土問題を早期に解決させよう！
20．障がい当事者の自立を支える障がい者自立支援法をめざそう！
第７９回メーデー・メッセージ
　第７９回メーデー大会にお集まりの働く仲間とご家族の皆さんに、全道メーデー実行委員会を代表して心から連帯のメッセージを送ります。
　メーデーの歴史は、１８８６年アメリカの労働者が、８時間労働制を要求して起ち上がったことに発し、わが国でも１９２０年以降、戦前・戦後を通じ、労働者の国際連帯と、世界平和の確立、ゆとり・豊かさ・社会的公正の実現を求めるメーデーへと受け継がれています。
　いま、わが国では市場万能主義の下で、規制改革がすすめられ働く者にとって雇用の不安定化や所得格差・地域間格差が広がり将来への安心が失われつつあります。
　第７９回メーデーは、「平和・人権・労働・環境・共生」をテーマに、パート・派遣・請負等の均等待遇・ワークルールの実現など、わたくしたちの暮らしを直撃する課題の解決、世界の恒久平和の実現などを訴えるとともに、連合北海道に結集するすべての組合員が、未組織労働者・市民団体と連携し、「格差社会」にＮＯ！を突きつけ、「労働を中心とする福祉型社会と自由で平和な世界の実現」をアピールするメーデーであることを強く宣言し、確認しあいたいと思います。
　わが国の経済は、戦後最長の景気拡大といわれていますが、働く者にとって実感の持てるものとはなっていません。
　特に、本道経済は雇用状況においても、年間失業率、有効求人倍率ともに、全国平均からは大きく経ち後れており、勤労者は生活不安、雇用不安から抜け出せないでいます。
　今こそ、すべての労働組合が強い決意をもって「団結」と「連帯」の絆を強め、平和・人権・労働、そして環境と共生を守るため、積極的な取り組みを行う時です。
　さらに、来るべき衆議院選挙に完勝し、政権交代を目指すため、組織の総力を結集して闘い抜くことを全道の仲間の皆さんと誓い合いたいと考えます。
　以上、決意をこめて、実行委員会を代表しての激励と連帯のメッセージとします。
　第７９回メーデー万歳！　働く者の団結万歳！
２００８年　　月　　日
第７９回全道メーデー大会実行委員会委員長　　
日本労働組合総連合会北海道連合会　　　　　　
会　長　　髙　柳　　薫（たかやなぎ　かおる）
第７９回メーデー・メッセージ
　
「ＳＴＯＰ！ ＴＨＥ　格差社会」の実現を求める第７９回メーデー開催にあたり、全国の働く仲間に心から連帯のメッセージを送ります。
　いま日本では、雇用形態間、産業間、企業規模間、地域間における労働者の所得格差が拡大し、二極化はさらに進んでいます。主要企業の役員報酬は２桁増加する一方で、労働分配率は5年連続で低下し、家計の可処分所得も下落し続けています。
パートや派遣、有期契約、派遣労働者等の非正規雇用の労働者は1700万人を超え、全雇用者の３分の１に達し、生活保護水準以下の劣悪な労働条件で働くワーキングプアも増加しています。一方、正規雇用の労働者も恒常的な長時間労働によって心身ともに疲れており、ワーク・ライフ・バランスの実現とは程遠いものです。
このような状況をふまえ、連合は、正規雇用の組合員のためだけの運動にとどまらず、非正規雇用で働く人々の労働条件底上げや諸制度の見直しにむけた取り組みを進めているところです。
雇用形態にかかわらず、安心して働き、暮らすことのできる「労働を中心とした福祉型社会」を実現させるために、組織拡大を同時に進め、取り組みを強めていきましょう。
　連合は、NPO・NGO団体はじめ市民との連携を強め、「平和・人権・労働・環境・共生」に取り組んでいきます。
すべての働く者の連帯で、労働を中心とする福祉型社会と自由で平和な世界をつくるため、ともに頑張りましょう。
  第７９回メーデー万歳！
 　　　　　　　　　　　　　　 ２００８年　　月 　日
                                     第７９回メーデー中央実行委員会委員長
                                      　　　　　　日本労働組合総連合会
                                        　　　　　会長　髙　木　　剛（たかぎ　つよし）

